
 

 

 

１ 実践の目的 
 二宮町では、令和５年４月より町内すべ

ての学校が１つの施設分離型小中一貫教育

校『にのみや学園』となった。学園の開校に

向けて、にのみや学園の教職員全員の願い

や想いを紡ぎ、教育目標を次の通り定めた。 

 

 

この教育目標を実現するために、子ども

同士の学び合いや話し合いを中心とした授

業づくりに学園全体で共通性と一貫性をも

って取り組んでいる。学級づくりの基盤や

学習の進め方を揃えることで、子どもたち

が安心して学んだり、進級したりできるよ

うにするとともに、９年間を見通して子ど

もたちに必要な資質・能力の育成を図るこ

とができると考える。 

子どもたちに育みたい資質・能力を学園内

で共通理解を図り、授業づくりを進めるこ

とを大事にしている。 

 授業づくりでは、「何を学ぶか」だけでな

く、「どのように学ぶか」を意識し、知識・

技能だけでなく、思考力・判断力・表現力や

学びに向かう力・人間性を一体的に育てて 

 

 

いくための授業改善を図ることを意識して

いる。 

特に、４年次となる令和６年度において

は、学びに向かう力を高めていくために、以

下の内容も研究の視点に加えて取り組んだ。 

・習得の授業における子どもの主体性 

・日常生活や学校生活との関連付け 

・学習活動や単元全体の目的意識の共有 

 

２ 実践の内容 
（１）研究体制 

今年度も引き続き、教育力向上アドバイ

ザー吉新一之氏（元川崎市立川崎小学校長）

を講師に迎え、指導・助言を仰いでいる。 

 

（２）研究授業、研究協議の様子 

 今年度４月には、本校の教職員を対象に、

第１回授業研究会を行った。そこでは、校内

研究の意義や、話し合い活動の目的を再確

認することで、教職員の意識の土台を統一

することにつながった。また、若手教員を軸

として研究推進小委員会を発足し、日々の

授業や研究について、相談・共有する機会を

作った。 

研究授業について、第１回目の研究授業

では、社会科（公民）の授業（３年１組）を

行った。生徒は、「クラス全員での話し合い

の授業」が小学校からの積み重ねとして行

われているため、どの生徒も活発に自分の

意見を伝え合うことができた。「公正と公平」

という単元において、自分の立場を明確に
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して意見を出すという生徒にとって難しい

課題に対しても、自分の考えを聞いてもら

えるという安心感のある集団ができている

ため、多くの意見が出たと考えられる。 

また、研究協議においては、「話し合いの

授業で困っていることは？」という困り感

の共有からはじめ、挙がった事項について

の解決策やアイディアを話し合った。その

ことにより、それぞれの教員が持っている

考えやコツなどを共有しあうことができた。 

第２回目の研究授業では、道徳の授業（１

年２組）を行った。「席替え」という資料を

通して、自分たちのクラスをよりよくして

いくため必要なことや大切なことを考えて

いく授業であった。 

 研究協議では、実際に授業を行った教室

を使って、生徒と同様にコの字型になって

協議を行った。生徒の板書を見ながら、「こ

の○○さんの発言は～」と授業の流れや生

徒の発言内容に沿って話し合うことができ

たため、より授業の発問について、具体的に

話し合うことができた。 

 

 
３ 実践の成果 
（１）教師の変容 

これまでは、話し合いの授業について、校

内で共通認識を持つことは困難であったが、

年度当初に研究会を持つことや、研究協議

の中で困り感を共有することにより、少し

ずつ意識の統一を目指すことができた。ま

た、研究推進小委員会を発足したことで、若

手教員が研究や授業について、また日々の

業務についての不安感を解消することにつ

ながったと考えられる。 

 

（２）子どもの変容 

本校が行っている学習アンケートによる

と、「生徒の間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり広げたりすることがで

きていますか」という質問に対し、肯定的な

回答が多かった。学年が上がるにつれ話し

合いが活発でなくなりやすい傾向にあるこ

とを踏まえると、小学校時から話し合いの

授業を通して自分の考えを深めたり広げた

りすることは有効であると考える。 

 

４今後の展開 
（１）今後の課題 

毎年教職員が入れ替わるなかで、４月当

初に研究の意義を確認することは有効であ

ったと考えられる。しかし、毎年同じ内容を

振り返ることになるため、どのようにステ

ップアップしていくのかが課題である。 

来年度以降も、今年度と同じく小学校で

話し合いの授業を経験してきている生徒が

入学してくるので、話し合いの授業が行い

やすくなる。そのため、来年度以降も徐々に

話し合いの授業について取り組み、少しず

つ話し合いの授業を行う教員が増えること

を期待したい。 

 

（２）今後の研究について 

引き続き、小学校からのつながりを意識

しながら、「学習事項を習得させつつ話し合

いの授業の時間を確保する手段」や「教師が

積極的に研究に取り組めるための日々の業

務改善」について、校内で理解を深めたい。

また、教科の専門性の中でできる効果的な

話し合いの授業への工夫改善を視野に入れ、

研究体制を整えていきたい。 


